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(Abstract) 

Records on Miocene fossils in Mizunami area in pre-Meiji period are synthesized and 

reviewed. The oldest record is a mold specimen of Vica1yella replaced by calcedony found 

in Hakusan-shrine old mound (early Jomon period) of Tajimi City near Mizunami. Cast 

specimens of Vicmya, Vicmyella and other gastopods replaced by calcedony and sediments 

are called "Osagari". White one is "Tsuki-no-osagari" (excrement of the moon) and 

reddish one is''Hi-no-osagari" (excrement of the sun). There are many folk stories and 

the history of a temple on the origin of Osagari which has being deified by people in 

Tsuki-no-miya (shrine of the moon) and Hi-no-miya (shrine of the sun), and in the 

shelues for Shinto tablet in each home. 

Fossils appear _in Japanese poems (Tanka and Haiku) from Heian period (go ~P nine 

century) made by various poets who passed the area. They are recorded in old literatures 

and monuments of poem. 

Other records are also in various books as follows; 

a. Books of Honzo (oriental "natural history") 

Butsurui-hinsitsu 6 vols. (1763 A. D.) by Gennai HIRAGA 

Unkon-shi 18 vols. (1772-1779) by Sekitei KIUCHI 

Honzo-komoku-keimo 48 vols. (1803) by Ranzan ONO 

b. Books on a topographical sketch and travels 

Funpon-ko (1786) by Masumi SUGAE 

Noshu-junko-ki (1739-1800) by Koko HIGUCHI 

and others 

Some of them are shown in plates. 
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1.まえ がき

その盟富な内容と多凪の産出によって ，瑞浪地方の化石は有名であり ，また， 各種の資源は

この地方の人々にとって切っ ても 切れない大切なもの となっている ．この地方において ，化石

は時に信仰の対象となり ，歌や俳句にも 歌われた．江戸時代の本草書の中にもしばしば登場し

てくる．化石や地貯の科学的な研究は ，明治時代になっ てから始ま るのであ るが，それ以前の

時代にまでさかのぼって ，我々 日本人の祖先が，自然をどのよう に感じ ，どのようにとらえて

いたかをさぐって見るのも意義あることと思われる ．

筆者の一人糸魚川は ， 「瑞浪の地眉と化石」一ーー瑞浪市化石博物館研究報告第 1号 （開館記

念号）に研究史をかんたんにまと めた．渡辺は「瑞浪市史」の編纂にあたった際， 多くの資

料 ・古文献にあたり ，さまざまな事象 と化石の謁係についてふれた ．その後，瑞浪市化石博物

館の開館に ともない，化石に対する関心がまし ，この分野についての汽料 もいくつか収集さ れ

た．明治以前を一つの区切りとして ，民話 ・縁起か ら本草書にいたるまで，各種の資料に見ら

れる ，化石や地眉 とその時代の人々 との関連を改めてまとめて見たのが本稿であ る．

本稿を草す るにあたり，瑞浪高等学校の西本博行氏，多治見考古学研究会の田口昭二氏（多

治見市小泉小学校） ，瑞浪市日吉町慈照寺住職石神快応氏から多くのと教示を頂いた． 日吉町

宿 鈴木秋声氏，瑞浪市化石博物館前館長渡辺卓郎氏は資料を提供さ れ，株式会社未来社は出

版資料の引用を許された．以上の方々 に心から感謝の意を表したい．

2.古墳から出土の化石

岐阜県多治見市白山町 3丁目に白山神社遺跡があ る． 多治見考古学研究会により， 1968年に

発掘された際，Vicaryellasp.と思われる， 玉髄で醤換された巻貝の化石が産出 した．この地

方で，人間が化石 と関係したもっとも古い記録と思われる ．世界的には，ネアンデル タール人

が化石を採集し，クロマニョ ン人が，化石を装飾品 として使用した記録があるが，これは，日

本で最初の例 といえるか もしれない ．

遺跡からは諸磯B式の羽状縄文，半載竹環文などの土器片，石匙，石鏃，石錐，打製石斧な

どが共産し，時代は縄文時代前期の可能性が強い．

瑞浪地方で 「おさがり」と呼ばれる玉髄 (SiO砂 で置換された化石は，固 く，かつ美麗で，

装飾品あるいは石鏃として使用しうる材質をもってい る．白山神社遺跡での発見は ，この地方

の遺跡において， 今後発見さ れる可能性を示唆しているものといえよう ．

3.民話と縁起

「月・日のおさがり」についての瑞浪の民話を紹介す る．

むかしむかし， ずつ と遠いそのむかし， まだ天地がよく固まっていなかったころのこ

とです．

お日様はくる 日もくる日も東から出て西に沈む旅を続けて見えました．連日の旅にフト

疲れを覚え られたお日様は，或る日 いまの 日吉の里の大木に下りてひと休みな さいました．

疲れを休められたお日様は，やがて再び西への旅に立たれましたが，その前に用を済ま

されました．この時のお 日様の落 しものはやがて美しい無数の赤色の化石になりました．

ついでお月様 もお日様同様，東から出て西に沈む旅を続けて見えました．この旅に疲れ
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を覚えられたお月様もお日様同様ひ と休みなさ いましたが．その場所は日吉の里の西隣り

の月吉の里の大木でした．この時のお月様の落 しものもやがて美しい無数の白色の化石に

なりま した．

ずつ とあと になって ，日吉の里に住みついた里人たちはこのお日様の美 しい落しものを

「日のおさが り」，月吉の里に住みついた里人たちはこのお月様の美 しい落しも のを「月

のおさがり 」，と呼んで本当に大切に しましたとさ．

今でもこの地方で「おさがり」 と呼ばれているのは，前にのぺた． 玉髄で置換された腹足類

（巻貝）の化石で， その螺旋形の内型である ． この地方の代表化石であ る Vicarya yokoya・ 

mai T AKEY AMA, Vicaグyellaishiana (YOKOYAMA)をはじめ ．Batillaria, Cerithz'deaな

どの Potamidae,Chicoreus tiganouranus (NOMURA), Phos tsukiyoshianus ITorGAWA, 

Siphonalia m£nuta ITOIGA w A などで．主に月吉胴から産する ． とくに V£carya,V£ca. 

グyellaのものは珍重され，大きいもの ．巻数の多さが尊重されている ．白色で．主に Si02

からなるものは「月のおさがり 」，不純物をま じえて， 赤褐～暗褐色を呈す るも のが「日のおさ

がり」と呼ばれている．二枚貝類の Cycl£nu,Hz"atulaなども ，時にその内型が，Si02ある

いは泥．砂などで置換されて残ることがあるが， 「おさがり」 とは呼ばない．あくまでその形

が重要な要素 とな っていると思われる ．

「おさがり」は民話からもうかがわれるようにこの地方の伝説に登場するものであ り，同時

に信仰の対象であ る．すなわち ， 「月のおさがり」は瑞浪市明世町月吉にある 「月の宮」の．

「日のおさがり」は 日吉町社別当にある「日 の宮」の御神体である ．月吉，日吉の地名 もこの

神社に由来す るも のと推定される ．

御神体と同様なものが， 自分たちの住む村の ，土地から得られるのであるから ，当然のこ と

として． 「おさがり 」 は， それぞれの家において も祭 られた．多くの家々の神棚には ，真綿

（この地方でもかっては養蚕が盛んであった） にくるまれたり ，小箱におさめられた りして，

大切に保存されていたのである ．日消，日露の戦役以降，「おさがり」を「弾丸よけのお守り」

として，出征兵士が携帯す る風習が生れ，ま さに民衆 と化石が密接な関係にあったことをうか

がわせる ．

「日の宮」，「月の宮」の起源については ，それを確定する十分な古文献はない．しかし ，各

種資料を綜合すると，中世あ るいは それ以前にさ かのぼると推定される ．後述す るように， 平

安時代の古歌にも多くうたわれている ．

「日の宮」は日吉町宿洞社別当にあり ．日之宮神社あ るいは天津日神社と呼ぶ ．日霊社 とし

て美濃御坂越記 (1772-1780)に記載されている ．現存する最古棟札は元禄11年 (1698)再建

のものである ．棟札の多くに日吉総代庄屋以下の名前があ ることから．小社であるが産土神に

とど まらず．広く日吉郷中によって祭 られたものであろう ．

日之宮神社に関連して，その神宮寺 と伝えられるものに日吉町宿洞の恵日山慈照寺があ る．

初期の詳細は不明であるが． 寛文4年 (1667)に日吉町平岩にある脚元院の系下と して再創さ

れたとの記録があ る．宝永 7年 (1710)の「日の玉縁起」（日吉町宿 鈴木秋声氏蔵） を伝え

る． 日の宮神社と慈照寺の関連を示すもの として， また，御神体としての化石を指示するもの

として興味深いので．以下に収録する ．

日の玉縁起

三野国津田の庄青菓の里，日吉日天宮の由来を委 しく尋ね るに， 天地開闘の昔より地気中央

に集り ，東国より 西国迄睛ざ る哀年久く ，然るに人皇七代孝霊天皇五年に当っ て， 三野国中央

石の際より謁気東西へ晴渡り て□□□ぬ，其時近州の水海 ・駿州の富士一時に見えそめけ ると
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ぞ，其時分此所の山々の舷．みな海にして美形の魚類 ・貝類多く日神 ・月神の食物なり と言伝

ぅ．年移り時去 って陸地となり ．諸木生 じて若業を栄へける深山幽谷の合間なり といえども ．

月吉日吉里をならべて陰賜和合の正中なれば，草木五殻豊熟にして． 昔より一年も天災を請る

事なし．愛に桓武天皇五代鎖守府将軍良将の嫡子相馬の小次郎将門別腹の弟に定丸といえる人

有り ，天度弐年の冬の頃将門謀叛事顕れて，同三年の春将門始め家門郎党ことととく討死にお

よびけるが，定丸一人幼少なれパ家人にいざなわれ，信濃の国の山奥に隠れたまいけるが，共

に冥途の道連 と覚悟を極め被成しが．心中に深く慮りて今笈にて消果なパ，一門郎等の菩提誰

有って弔むや と無念の涙にくれながら ．ある道場に入って御弟子と成り ．法体して諸国行脚を

志し給い．日夜の修業おこたらずして，愚怠な る者には法を説き ．ぅへたる者には米銭を あた

ヘ給 う故，世の人其慈しみを感じ慈照禅師とぞ号したる，禅師常々思いた るハ我日 の本の日の

本を尋ねん と，此里の榎の宿に来 りたまい，里人に問わせけ るが年暦久しき事にして，あえて

知る人無けれバ，三七日が間，毎朝榎の木の本に出給い，読経し陽光を拝し給 うに，ある日未

だ日の出前なるに，丑寅の方に当って大杉の尾迄に日光輝く処有り ，尋寄て是を見るに一つの

名至を得たり ，其形十弐曲りにして霊形の貝石なり，西二当って陰光残 りとどまる谷あり ，同

じく 同様の名玉也，初の名を日の玉と号す．貝類は神代の食物なれパ，日の御下 りとも ．日の

糞 とも 唱えて慈照禅師一寺を築き て．日の玉を安置して一社を造立して 日の宮を祭り ，勅免有

って榎の木山慈照寺 と号しける ，然るにしてよ り此かた霊験日々あらたかにして ，折ふ し不思

議の奇瑞度々な るにより ，近国近辺は不申及，往来の貨賤歩みを迎ぶ事とハなりき， 中央大極

の地なれバ陰陽順く わんの地にして四方五．六里の内ハ ，たとへ干損水損の年たりといへども

多分の甲乙な く成 じようせずとい う事な し．是れ此神の奇瑞なり，依て陰不足陽不足の国所ハ

深く信心の人々ハ寄得ありなり き，殊二蚕がいの違ふ事なく ，親子不仲，夫婦不和合すべて陰

陽つり合悪 しき所より 発す る事，此宮寺に願をむすびて惣応あらずといふ事なし ，志有 る人々

ハいのりて諸願を懸け給へ，成就うたがい有る べからずと言

宝永七年庚寅春三月板行榎木山慈照寺現住

嘉永二年乙酉秋九月再板 同 山同 寺現住

慈照寺には「おさがり」がおさめられていたが，10年程前の火災によ り焼失 した．石神快応

住揺によれば，高さ約15cm,赤褐色で12の螺胴をもったものであ る．Vicaryayokoyamaiで

あろう ．

さらに，慈照寺の「お札」（渡辺卓郎氏所蔵，現在瑞浪市化石防物館保管）は ，江戸時代末か

明治時代に刷られたも のであるが，元版はさ らに さかのぽるも ので，貨重な資料である（第55

図版第 1図） ．両側に 「日本一社日天御下條」，「御鏡□日御玉□燈」．下に「猥州土岐郡日吉恵

日山慈照寺」とある ．中央はあき らかに ．「おさがり」で，住職の説話 とよ く一致する ．

「月の宮」の名は古歌に多く見られる ．月の井の水，月の休み木な どの伝説があり ，現在は

石祠である ．記録 として残るものはない．「日の宮」 における慈照寺 と同様，神宮寺として草

創さ れたと伝えられるものに雲松山大応寺がある ．大応寺創建由緒（参史 484)に「脱安四辛

卯年正月五日 ．月吉に大応寺 と申す寺号を聞き候」とあるので．不詳であ るが前身の存在は明

らかであ る．明暦 3年 (1657)現在地に再建再創され．現在にいた っている ．

明lit町月吉は Vicarya,Vicaryella などの産地で．この地に ．その「おさがり 」を祭っ た

「月の宮」の存在するこ とはうなずけ る．しかし ，日吉町にはそれらが産しないので．いずれ

からか もたらされたものである ．地理的位置，赤褐色であることなどから推定すると，瑞浪市

のもう一つの Vicaryaの産地，土岐町清水産の椋本である 可能性があ る．なお，月吉産の椋

本には白色のものが多い．
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4.歌・ 句に見られる瑞浪の化石

瑞浪地方は古くから街道 と関係の深い所で，日本武尊の東征の道「土岐川道」 にはじまり ，

東山道 ・錬倉街道， 中仙道 と人の往来の多い地域であった．街道を上下する 貴人，文人たち

は，時々に，所々に，その地にちなんだ歌や句を残しているが，瑞浪地方についても 同様で，

多くの記録がある ．そのうち ，「おさがり 」，月の宮，日の宮 と関連して次のものがあ る．

美濃国月吉の里にて

榊策に おけるかがみの 面影に

神代おぼゆる 月の休み木

（夫木和歌集 ・美濃御坂越記）

むこ舟の しずくうかがる玉笹の

枇々経て澄める 月の井の水

（夫木和歌集 ・美濃御坂越記）

月吉月の宮にて

榊業にかけ しかがみの 面影 と

神もみまさん 月の休む間

（月之宮歌碑）

日吉日の宮にて

萬代を とぎすみ神の 日のみ霊

ここより永世の あかり 立つらん

（美濃御坂越記）

掘りあてし 月日の糞や 薬ほり

（類題集 ・木曽名所図会）

僧志日

よみ人知らず

伝西行法師

よみ人知らず

三州木染

この中で特に脆味があるのは最後の俳句で，当時 （江戸時代中～末期）には化石を採集する

風習があり，それが本草の薬石 として使われたこ とを示している ．一般に，月の宮を歌ったも

のが多い こと は．東山道が月吉近くを通っていた時代があることと一致する ．

5.古文献の資料

a.本華害

明治以前の ‘‘I専物学”は本草学で代表さ れる ．本草学は中国で生まれた自然物を薬用 とする

ために研究する ．現在の薬物学の一種である ．

我国へは飛鳥時代に渡来 し，江戸時代末まで 日本的なものに変貌 しながら栄えた．日本にお

けるその歴史の中で，画期的な意味をも つといわれるのが，貝原益軒による 大和本草 （宝永

5年ー1708)であり ．この後，本草学は梱物誌 としての意義を持つ といわれる（上野，1948,

1973). 

瑞浪の化石が登場するのが平賀源内による物類品随（宝暦13年ー1763)全 6巻である（第55

図版．第4-6図） ．この書は独創的な博物誌であり ，平賀源内自身による観察をま とめたもの

で，閲物学史上高 く評価されている ．2巻に多くの鉱物類，化石類が登場するが，7丁～ 9丁

に「石随」がある（第 2図版，第 5,6図）．その終 りに近く ，美濃の国産の日の糞月の糞につ

いてふれてい る．「おさが り」の成因を適確に記述して ，源内の力拭を示すもの といえよう ．
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その他，物類品随に記されている化石 ・岩石に関辿あるものは ，石炭，函余糧（鳴石の こ

と）．化石（蛤蛙，螺，樟．杉．松など）があ る． 地名 としては．美涙，伊勢榊原貝石山 ，遠

江，信濃水内郡，紀伊畑島，下野塩谷郡，肥後虹北郡な どがあり ，ほぼ全国にわたる ．

石，化石の分野の本草学者 として著名なのは木内石亭 (1724-1808)である ．江戸時代の半

ば，物産学 （内外の物産を集め ．展覧会を開き ，出品物の リストを作る仕事）が盛んになった

が（物類品陥もその一つの例といえよう） ．その中で．石を集める多くの好事家が出た． いわ

ゆる弄石家である ．石亭はその 1人で，雲根志18巻 (1772-1779)を表わした．ここには ，鉱

物 ・奇石 ・化石が記載されていて ，博物学 としての地学の先駆をなすもの といえよう． 雲根志

は前 ・後 ・三篇全15巻からなり ．10類にわけられている ．この分類は石亭の興味の対象によ っ

たもので，化石は第 1表に示すと とく，各類にわたっている ．

石亭は近江国栗太郡山田（現在の澄賀県草津市上山田）の人で，隣国であったせいか，美濃

国へしばしば採集におとずれていて ．雲根志前篇巻 3・巻4に． 明和4年 (1767年） 3月に御

狐（嵩）の宿より南の山道へ三里余 り入って，月吉村で採集を行った旨記している ．また，可

児石原村 （現在可児町石原）の三宅某がしばしば記事中に登場し ，同好の友がこの地方にあっ

たことをうかがわせる ．石亭の記載は多岐にわたり ，化石についても全国各地を網羅し ，多種

多様である ．この地方の ものに関しても ，軟体動物（貝石） ，Vz'carya（月珠），哺乳類の歯 ・

骨（竜首石） ，石炭な どをあげ，収集は密であ るといえよう．

石亭とほぼ同時に， 大阪の人で，木村吉右衛門（兼商堂）（1736-1802)がある ．石亭の標本

がほ とんど散逸したのに反し， 彼の蒐集品は稿本石譜2冊と共に残されてい る．望月 (1948)

によれば坪谷幸六により名前が考定されていて ，月糞石 （美漉産）〔Vz'caryasp. の蛋白石内

型〕が含まれているとい う．

小野閑山 (1729-1810)は江戸時代の博物学の中で重要な位置を占めているといわれる ．日

本の本草学は彼にいたって頂点に逹し，その本草網目啓蒙 （享和3年ー1803)48巻はその集大

成である ．同書中，石部は 5• 6巻にわたるが ，その 5巻の中に，蛤蛙 ・蝦 ・蟹などと共に月

の糞，日の糞について記載がある ．文章から察すると貝原益軒の物類品隙からの引用と推定さ

れる ．その他，松石（松化石） ，石炭，再余糧，太一余糧 （壺石，鈴石） ，石蝦，石蟹な どの記

述があるが美濃の地名はない．

b.地誌 ・旅行記

街道を往来した人逹は歌や句を残したが，旅行記や地誌にはさらにくわ しい 記録があ る．

「美漿御坂越記」の名前はすでにのべたが ，安永年間 (1772~1780)に園原旧富によって書かれ

たこの書には，錬含街道に沿った各地のことが述べ られている ．本稿に関係あ ることでは，

「日吉本郷」 の頂で，月吉の月の宮，月の休み木 ・月の井 ・月のおさがり について， 「天道日

霊の宮」として，駅の艮（北東の こと）にあり，日吉の名所で ，日霊がここに降座されて祭っ

てあると記されている ．経目したいくつかの他の例をあげる ．

i.粉本稿

菅江真澄 (1759-1829)は江戸時代中～後期の紀行家で多くの日記 ・図絵 ・随筆 ・地誌など

を残している ．三河国渥美郡牟呂村公文（現在は数橋市）に生れ，30オ前から旅に出て，特に

東北各地をまわり ，最後は秋田市で一生を終えた ．その記録はすぐれたもので現在でも高 く評

価されている．

その真澄の初期の旅の写生帳に 「粉本稿」（第55図版，第2図）がある ．天明2年 (1782)

5月頃旅に出て ，主に美誤 ・木曽をまわったが，その時か ら天明6年 (1786)頃までの写生帳

で，いくつかの図があり ，真澄の もっとも古い絵を含んでいる ．究政元年 (1789)末頃改写し
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編 ・ 巻 1 名 産令

U
f

月 地 I
前編巻之二 滑 石 美猥国加児郡石村

釆用 頚 路管石 美浪御嶽月 吉村

（駈矧 石）

蛇 骨 I美殺

備

可児郡可児町石原

瑞浪市明世町月吉

サン ド・パイプ ？

Crassostrea ? 

考

前緬巻之三 芦 根化石 1美猥国可児郡石原村 可児郡可児IIII石原

変化類 諸物 化 石 美漿国御紙月吉村山中 貝類 ・諸木 ・諸草

明和 4年 (1767年） 3月採集

岩室はど こか不明

一志，千種，鮎河．師崎，綴喜囮群産

貝 石 I 美浪国岩室 ・御紐

胡桃化石 美澱国月吉山

楊樹枝化石 美濃国大田川

秩移木化石 美濃国八屋

石 梱 実 化 石 濃州月 吉村

前 緬巻 之四 月 珠 月吉村

奇怪類 竜 首石 美浪国 コセ村

のものについてふれてある ．

他に師崎より産すると．

美狽加茂市近く？

美漉加茂市蜂屋

明和 4年 3月21日採集

明和 4年 3月採集行

竜骨 ・竜歯（哺乳類の歯 ・骨化石）か

と記している

後緬 巻之一

光彩類

後絹巻之三

像形類

三編巻之二

釆用類

三緬巻之三

変化類

馬

石

松割木化石

諸木実化 石

脳

鉄泡玉石

蓮 花石

美漉国月吉

美猥国加茂郡大田川

美渡困鬼窟

実際には産しない？

炭 濃州御嶽月 吉山

美浪国加児郡妙賀村

美濃国月吉村未申へ20町

美猥加茂市 ；礫岩

御嵩町一瑞浪市境の鬼岩；花拗岩

月吉南西20町の小山；化石ではない？

編綴したもので ，現在は大館市立栗盛記念図書館に所蔵さ れている．

その中の第 3丁裏の図が第55図版第 3図である ．その解説には次のように記されている（菅

江真澄全集第 9巻 ，429頁未来社刊による）．

みのの国，月吉邑 といふ処の山より ，月の玉とて，七わた八わたのかかる貝石のやうな るも

のいつる ．蛾かたふ しなともま しりたり ．此玉，十二曲たるは稀なり ．大小あり て世にこ とな

るもの也． 近 となりの日吉村よりは日の玉といふものの色は紅なるが出たりとて，むらの名に

よふ ．いま， ぴい とろ壺に入り 寺にをさむ ．今はこ此玉いつるこ となし ．

図は「おさがり」であり ，びいとろ壺 （ガラス瓶）におさめられた姿は ，前述の慈照寺のお

札の図とよく一致す る．菅江真澄の綿密な観察 と確かな記録による 貨重な資料といえよう ．

ii.その他

漉州狗行記 樋口好古（尾張藩士）が寛政年間 (1789-1800)に，尾張藩領の村々について ，

濃陽志略 （松平君川， 宝暦 6年ー1756)を参考にしてさらにくわしく 記述したものである ．

士岐郡日 吉村の項に
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「月吉里土岐細久手の南なり ，此里より三日月形の白石出る」

土岐郡宿洞村 日吉村支村の項に

「慈照寺林 杉立，是は茶別当にあり ，ここに日の御下りと云石あり ， （後略）」

新撰美濃志 尾張藩士岡田文園が天保年間に，美淡国中の村々について述べたもので，古文

献 ・古』：の引用が多い．

土岐郡月吉村の項に

「（前略） 石蚕ハ山野に涯す，俗に月の糞 といふ， 本草正謡に涙州月吉郷に多く産す月の球

と云ハ石蚕なり，其辺石蛤 も有 V之と記し，物類品随の石髄の条に，美濃国に産する日糞，月
フラ

糞 と称するもの人甚珍とす， 或 日空中より此物を雨すと此説非なり ．是亦乳水 ・玉液等の螺殻

中に入り凝結して後螺殻去て乳液の残りな るもの也と見えたり ，又三日月形の白石も 出づるを

枇に名石とす」

木曽路名所図会 秋里端島（文） ・法橋中和（画）によるもので，享和 2年 (1802)～文化 2

年 (1805)の間に， 中仙道 とその沿道の古事 ・裡伝 ・名所をま とめたものである ．

美濃細久手の頂に

「月吉 ・日吉里 細久手の南，土岐郡の内 ，月吉里 ・日吉里の両村双ぴて里あり ．此所より

三日 月形の白石出づる ．名石な るゆゑ世に買美す （この後 ，歌 ・句があ るが略）」．

6.あ とがき

以上述べてきた他に ，窯業及びその原料．亜炭などがOO辿する 事頂 としてある ．亜炭は江戸

時代に ，J塁民が籾焼きの際に地表に位初出した亜炭図に点火して燃えたのにi好き ，火の神 として

まつっ たという 言い伝えがある他．本格的な涯業 としての発股は明治に入ってから であ る．窯

業については ．古窯史は現在．周辺地域を含めて検討が進め られていて，近い将来，専門の研

究成果が期待される ．室町時代後半以後のそれは筆者の一人渡辺が，瑞浪市史の中で記述して

いるので，こ こでは省略す る．

いままであまりかえり見られなかった，化石 と人間の長い歴史におけ るかかわ りあいをま と

めたが，資料は十分でなく ，不完全なものである ．今後さらに査料を蓄積 し検討してゆきた

しヽ．
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Plate 54 

Fig. 1. 11の宮 Hinomiya shrine 

Fig. 2. nの',らの碑 Monument of Hinomiya shrine 

Fig. 3. Flの宮 Tsukinomiya shrine 

Fig. 4. ）―1の宮の歌碑 Monument with engravings of a poem at Tsukinomiya shrine 










